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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

１．施工合理化調査の重要性
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施工合理化調査について

• 施工合理化調査は、土木工事における労務、材料、機械の運転時
間等の所要量等の施工の実態を把握するための重要な調査です。
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歩掛を作成するために
施工合理化調査を行っています。



標準歩掛と施工現場の施工形態の変化

土木工事標準歩掛

・労務
・材料
・機械

施工形態の変化

社会環境の変化

新技術・新工法の開発

現場の創意工夫

標準的な施工条件下での
職種・規格・所要量等

土木工事標準歩掛は、施工形態の変化に
即したものでなければならない！

施工現場
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標準歩掛 制定・改定までの流れ

施工形態動向調査
（モニタリング調査）

● 使用機械、編成人員、日当たり施工量の変動の有無を調査

施工合理化調査
● モニタリング調査で変動のある工種などを対象に歩掛等の詳細を調査

詳細解析と標準歩掛制定・改定
● 変動要因等を確認し、施工の実態から歩掛を分析し改定

毎年

調査年度

（例）工種別 ： 土工、基礎工、コンクリート工など

変動が
ある場合
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施工合理化調査

• 施工合理化調査等は、地方整備局等の各事務所及び都道府県
等の土木事務所が担当しますが、調査の一部を受注者に委託
しています。

• 調査表への記入、データ確認等に必要な費用を工事費に計上
しています。

• 施工合理化調査等は工事目的物であり、成果品の１つとして、
必ず提出になります。

• アンケート調査ではありません。
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• 本調査は、土木工事の施工実態を把握することを目的として実
施するもので、調査表については国土交通省における実態 調
査の目的以外には使用せず、また、国土交通省以外に提供は 行
わないため事実をありのまま記入してください。
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２．施工合理化調査の新たな取り組み
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問い合わせ先について
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• 調査表記入にあたって、質問などございましたら、受注工事の監
督職員 若しくは 各工種の担当窓口等に問い合わせ願います。

• 実施要領＜個別編＞には、工種ごとに連絡先が記載されています
がまずは九州地方整備局の以下の窓口に気軽にご相談ください。

施工合理化調査実施要領＜個別編＞にも
問い合わせ先 を記載しています。

今年度より電話番号だけでなく、メールアド
レスを記載しています。

調査についてご不明点があれば、是非メール
で質問願います。

R8～新規項目



様式１－３ 【現場作業内容調査表(元請・下請)】
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待機・休憩・小休止等の用語
の定義は、実施要領（共通編）
の「別紙１用語の定義」を確認の
うえ、記載願います。

R8～新規項目



待機・休息・小休止の定義について

11

【待機】
資機材の搬入待ちや、他の関連作業の進捗の都合、天候等の都合により一時的

に実作業がない状態で、いつでも作業開始できる状態であること。

例：バックホウ操作中、クローラダンプの移動を待つ。

【休憩】
労働基準法第34 条（※）で定義される休憩時間であり、労働時間には含まな

いもの。昼休みとして割り当てられることが多い。
（※）労働時間が６時間を超える場合は45 分以上、８時間を超える場合は１時
間以上の休憩を労働時間の途中に与えることが義務付けられている。

例：昼休みとして12:00～13:00の一時間休む。

【小休止】
後述の「熱中症予防のための休止」「各種法令・規則等に基づく休止」を除く、

作業の合間の小休止。

例：一服する。

R8～新規項目



待機・休息・小休止の定義について
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【熱中症予防のための小休止】
作業員の熱中症の予防を目的として設ける休止時間を記入する。

例：猛暑作業に伴うクールタイムを設ける。

【各種法令・規則等に基づく休止】
労働安全衛生法やその他法令・規則等に基づく、連続作業（振動工具の取扱い

業務等）の抑制のための休止。

例：チェーンソー等を一定時間使用した後に休む。

R8～新規項目



待機・休息・小休止等の定義について
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R8～新規項目

労働基準法に定義されている
労働時間に

待機 含む

休憩 含まない

小休止 含む

熱中症予防のための小休止 含む

各種法令・規則等に基づく休止 含む

•歩掛を設定する際に含まれている
（考慮されている）時間になります。



始業・終業時間および作業時間

14

※一例

• 始業時刻、終業時刻が日によって異な
る場合は、正確にそれらの時間を記入
してください。

それぞれの実施内容の所要時間（１日の
合計時間）を分単位で記入。

待機・休憩・小休止等の用語の定義は、
実施要領（共通編）の「別紙１用語の定義」
を確認のうえ、記載願います。

R8～新規項目

R8～新規項目

R8～新規項目

• 「待機」の時間があった場合は、その理由を記入。
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3. 施工合理化調査にあたっての注意点
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調査の対象、調査期間
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●調査の対象
土木工事標準歩掛の適用範囲を超え
る範囲においても調査対象となりま
す。
※工種によっては一部調査対象外と
なる範囲もありますので、調査表や
調査表と同時に配布される「調査表
の要点」をご確認ください。

●調査期間
調査は、現在施工中またはこれから
施工する工事を対象とし、令和９年
３月３１日まで。
●提出〆切

調査完了し次第、検査日前までに、

できるだけ早めのご提出をお願いいた
します。

実施要領（個別編） 表紙 ※一例



調査の対象、調査期間
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●調査の対象作業範囲
対象工種の調査対象作業範囲は実施要領＜個別編＞に記載があります。

安定処理工（自走式土質改良工）の場合 ※一例

フローに記載の作業工程
によらず、安定処理工の
施工に必要な作業内容
（実線部分）の全てを対
象とします。



担当者から本局提出
期限内随時

担当者等から配布

又は調査表ダウンロード

アドレスを通知

担当者等に提出
調査表記載完了後速
やかに

監督職員等から配布
又は調査表ダウンロード
アドレスを通知

調査表ダウンロード
アドレスを通知

担当者から本局へ提出
都・道・府・県・市

各土木事務所等

受注者

各地方整備局等

各事務所等

受注者

担当者に提出
期限内随時

監督職員等に提出
調査表記載完了後速や
かに

調査表ダウンロード
アドレスを通知

調査表ダウンロード
アドレスを通知

調査表の提出

●調査表の提出
調査表は、工期内の場合でも調査工種の施工が完了次第、

速やかに担当者又は監督職員に提出するものとする。
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※九州地方整備局へ直
接提出されるケースが
見られますが、発注事務
所（監督職員等）へご提

出ください。
（事務所がとりまとめて
から局へ提出します）

調査表配布・提出の流れ



調査の実施および調査表の作成

■一般事項
（１）調査は、該当する工種の実施要領に従って行うものと

する。記入は、記入例を参照して行うものとする。

（２）調査にあたり疑問等が生じた場合は、監督職員等の指
示に従うものとする。

（３）データの丸め方については、四捨五入を原則とする。

（４）日当り施工時間、日当り施工量については、小数点以
下第2 位を四捨五入し、小数第1 位とする。

（５）データシートが不足する場合は、複写して使用するも
のとする。

（６）機械の購入年や燃料消費量、諸雑費に含まれる機器の
購入価格について、正確に記載が出来ない場合におい
ては概算値や不明と記載する。 19



記入（入力）及び提出にあたっての注意事項

(1) データ入力にあたっての注意事項
①データは、原則的にセルに色が付けてある部分

（ ）に入力する。

② のセルは、提示さ
れる選択肢の範囲から選択
する。

③白色の部分は基本的に入力
ができません。（ロックさ
れています。）

④エクセルの保存形式は２００７以降とする。

⑤数字は半角数字を用いることとする。
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調査表の基本的な構成

様式０ 調査表チェック表
調査表全体のチェックを行う。

様式１-● 工事概要、施工概要、現場作業内容調査表（元請・下請）
工事全体の概要、施工概要及び現場作業内容の
概要の調査を行う。

様式２ 使用機械・器具調査表
使用した機械・器具について調査を行う。

様式３ 使用材料・消耗品調査表
使用した材料、損耗材料などについて調査を行う。

様式４ 作業工程表
調査対象工種の作業月日及び従事した人数について調査を行う。

様式５-● 作業日報（長期調査表）
作業を行った日の施工について調査を行う。

様式６-● １日当り作業歩掛調査表（短期調査表）
平均的な作業を実施した任意の３日間（前期・中期・後期）について調査を行う。

様式７ 施工概要図
施工概要図及び平面図、標準断面図について調査を行う。

様式８ 施工状況写真
使用機械や作業状況の写真を添付する。

様式９ アンケート調査表
過去に取り組んだ調査対象工種の実態について調査を行う。
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※あくまで基本的な構成
を示しています。
工種によって異なります。



様式０ 調査表チェック表

調査表の記入後は、記入漏れ
がないかどうか、受注者欄に
チェックを行ってください。
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※一例

調査表と合わせて、施工計画書等の
添付資料（PDFデータ等でOK）も提出
お願いします。
※必要な添付資料は工種により異な
ります。詳細は実施要領（個別編）
をご確認ください。

☆チェックに際して、
再度記載内容を確認しながら
チェックを行って下さい。

・発注者側も確認を行うために
チェック欄を設けています。



様式１ー１ 工事概要調査表

発注者記入欄は、受注者から調
査表を受け取ったあと、発注者
が記入します。

※一例

工事全体の概要（工事概要、
就業実態、現場条件、施工障
害、調査担当者連絡先）につ
いて記入してください。
工事概要等は、元請けが記入
すること。
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・施工障害が有る場合は必ず記載。
（施工状況を確認するため、
施工計画書を必ず添付すること。）

・記入の必要はございません。



様式１ー２ 施工概要調査表

対象工種の施工概要
について記入してく
ださい。
※工種によって調査
内容が異なります。

・土質条件等がある場合
はＮ値・含水比等が未記
入のケースが見られるた
め、注意願います。

※一例 ※安定処理工（自走式

土質改良工）の場合
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様式１ー２ 施工概要調査表（施工箇所別）

工種によっては、施
工箇所毎、作業内容
毎に概要を記入いた
だく工種もあります。
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※一例 ※法面工（吹付法面とりこわし工）の場合



待機・休憩・小休止等の用語
の定義は、実施要領（共通編）
の「別紙１用語の定義」を確認の
うえ、記載願います。

様式１－３ 【現場作業内容調査表(元請・下請)】
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始業時
• 「会社又は資材庫に集まっ

て現場へ移動」した場合は、
「移動有無」を【有】とし
移動時間を記載願います。

終業時
• 「資材庫へ移動」がある場合

は、「移動有無」を【有】と
し、移動時間を記載願います。

• 「資材取卸」に要した時間も
記載願います。

• 代表的な１日の始業
時・終業時の作業に
要した時間を記入願
います。

• 調査表に記載のない
作業は「その他の作
業」に記載願います。

• なお、作業内容は
「その他の内訳に作
業内訳」に記載願い
ます。

※元請用と下請用があ
ります（調査項目は同じ）。

下請業者がいる場合は、
下請用にも記入ください。

R8～新規項目

※１０ページと
同じ調査項目です。



様式２ 使用機械・器具調査表
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※一例
対象工種の施工において使用した
すべての機械・器具を把握。

自由記入欄

• あらかじめ記載されてい
ない機械や、プルダウン
の中に一致する規格が無
い場合は、自由記入欄に
記入してください。

• 排ガス基準（第●次基準、ｵ
ﾌﾛｰﾄﾞ法●●年基準）および
低騒音型機械については、
実施要領（共通編）の「別
紙１用語の定義」に詳細を
記載しています。

• 排ガス基準（第●次基準、ｵ
ﾌﾛｰﾄﾞ法●●年基準）および
低騒音型機械については、
実施要領（共通編）の「別
紙１用語の定義」に詳細を
記載しています。



様式２ 使用機械・器具調査表
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※一例
対象工種の施工において使用した
すべての機械・器具を把握。

自由記入欄

• 供用日数と運転日数は異な
るため、注意して記入して
ください。

（詳細は次ページ）

• 規格の未記入が多いです。
記載漏れがないように注
意してください。



供用日数・運転時間（日数）の考え方
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① 機械の運転日
② 土・日曜、祝祭日等で作業休止の日
③ 悪天候作業のできない日
④ 工事現場における機械の整備、修理または消

耗部品交換の日
⑤ 工事現場における機械の組立または分解の日
⑥ 法令の規定、契約による約定その他工事施工

上の必要または工事注文者の都合によって、
機械が工事現場に拘束される日

⑦ 搬入・搬出に要する日数

① 機械の実作業時間
② 目的作業のための自走時間
③ 目的作業に伴うエンジンの空転時間
④ 組み合わせ施工における一時的な作

業待時間等

運転時間 供用日数

運転日数

① 運転時間の多少にかかわらず、作業
のために機械が実際に運転される日

供 用 日 数

運転時間又は運転日数

資材
置き場

資材
置き場

現場に
搬入 施工開始 施工完了

現場から
搬出

運搬 （組立） 施工 （分解） 運搬



様式２ 使用機械・器具調査表

30

※一例
対象工種の施工において使用した
すべての機械・器具を把握。

自由記入欄

• 総運転時間は、単純に機械を運転
している時間を記入してください。

• 単純に機械運転日数×８ｈで算出
している事例が見受けられます。

準備・後片付け・KY等を除いた機
械の運転時間を記載する。

• ア～キに該当しない場合
は必ず記入してください。

• 記入漏れが多いので
注意してください。

• 供用日数と運転日数は異な
るため、注意して記入して
ください。

（詳細は次ページ）

• 規格の未記入が多いです。
記載漏れがないように注
意してください。



対象工種の施工において使用したすべての材料（使用材料、
損耗材料、仮設材料等）を把握。

様式３ 使用材料・消耗品調査表
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※一例

• あらかじめ記載されていない材料につい
ては、自由記入欄に記入してください。

自由記入
選定理由一覧

• その材料を選定した理由を、選定理由一覧から
選択してください。

• 各材料の設計数量と使用数量の記入漏れが多い
ため、きちんと記入してください。

• 記入漏れが多いので
注意してください。

自由記入

自由記入



様式４ 作業工程表
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対象工種の全作業期間における各月の作業月日、日々の作業内容、作業人数を把握。

※一例

作業年月に数値を入力すると、作業月日が自動で表示される。

作業を行った日に「○」を記入する。
土、日、祝日も作業した場合、
記入する。

上記作業内容以外のものがある場合には
それも記入する。

１日で作業に従事した総人数を記載する。



様式５ 作業日報（長期調査表）
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※一例

• 作業内容毎にシートが分かれているのでご注意願います。
（未実施の作業については記入不要）

• 様式１－２の施工箇所毎調査において、複数の
施工箇所がある場合は、施工箇所の番号を記入

• 始業時刻、就業時刻が日によって異な
る場合は、正確にそれらの時間を記入
してください。

それぞれの実施内容の所要時間（１日の
合計時間）を分単位で記入。

待機・休憩・小休止等の用語の定義は、
実施要領（共通編）の「別紙１用語の定義」
を確認のうえ、記載願います。

歩掛対象工種の実作業時間を入力する。時間の合計が正しければ「一致」と表示される。
「不一致」が表示される場合は内容を確認し修正する。

R8～新規項目

R8～新規項目

日にちをまたぐ場合は「不一致」となるので、特記事項に「日にちをまたぐ」等と記載願います。

※１４ページと同じ調査項目です。

当該工種の作業期間における工種の労務実態、機械・器具使用実態、材料使用
実態を把握。

自動算出



様式５ 作業日報（長期調査表）
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※一例

• 「待機」の時間があった場合は、その理由を記入。

調査対象の工種以外の作
業を実施した場合は、
「その他の作業」にその
時間を記入。

R8～新規項目 作業において、同日に複数の作業工種を施工した場合は、工種
毎のシートに分けて、作業時間が重複しないようにすること。

当該工種の作業期間における工種の労務実態、機械・器具使用実態、材料使用
実態を把握。



様式５ 作業日報（長期調査表）
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※一例
作業日ごとの出来形等を記入

各作業内容に従事した作業者すべてについて記入 作業者毎の作業時間を記入

作業員の作業内容の未記入が多くなっています。
作業内容の把握をするため、記入をお願いいたします。



様式５ 作業日報（長期調査表）
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※一例 「様式２ 使用機械・器具調査表」と「様式３ 使用材料・消耗品調査表」に記入の番号を入力すれば、
機械・材料名～型式まで自動入力されます。

作業日毎に機械の
使用時間を記入

自動入力

作業日毎に材料の
使用数量を記入

日にちをまたぐ場合は、特記事項に「日にちをまたぐ」等と記載願います。



様式６ １日当り歩掛調査表（短期調査表）
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※一例 作業期間中の平均的な作業を実施した
任意の３日間（前期・中期・後期それぞれ１日ずつ）
について記入

• 作業内容毎にシートが分かれているのでご注意願います。
（未実施の作業については記入不要）

標準的な施工を行った任意の１日の作業状況を詳細に把握。



様式６ １日当り歩掛調査表（短期調査表）
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※一例
実施した作業内容を「表－作業内容」
から選択し、作業した時間分（10分
単位）だけその番号を記入

• 作業従事者の
職種を記入

待機・休憩・小休止等の用語の定義は、実施要領（共通編）の「別紙１用語
の定義」を確認のうえ、記載願います。

• 様式１－２の施工箇所毎調
査において、複数の施工箇
所がある場合は、施工箇所
の番号を記入

「表－作業内容」に記載の無い作業内容が
ある場合は、自由記入欄に記入



様式６ １日当り歩掛調査表（短期調査表）
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「様式２ 使用機械・器具調査表」に記入の
機械番号を入力すれば、機械名が自動入力されます。

※一例 その機械を使用して実施した作業内容を「表
－作業内容」から選択し、作業した時間分
（10分単位）だけその番号を記入

待機・休憩・小休止等の用語の定義は、実施要領（共通編）の「別紙１用語
の定義」を確認のうえ、記載願います。

「表－作業内容」に記載の無い作業内容が
ある場合は、自由記入欄に記入



様式７ 施工概要図
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※一例

できるだけ機械及び人員の配置等がわかるような
概要図を記入または添付してください。

※PDF等で別ファイルにして提出もOK

施工概要図及び平面図、標準断面図について把握。



様式８ 施工状況写真
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項目ごとの作業状況がわかる写真
を添付してください。

※できるだけ作業員の人数がわか
るような写真が望ましい。

※できるだけ工事看板、黒板等が
映っていないものが望ましい。

※一例
調査工種の施工状況を把握。



様式９ アンケート
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※一例

当該調査表の工事に限定する
ことなく、過去に取り組んだ
工事も含めて回答をお願いい
たします。

過去に取り組んだ調査対象工種の実態について把握。



まとめ

• 土木工事の施工形態は、社会環境の変化、使用機械の多様化、
新技術・新工法の開発など、施工を取り巻く状況の変化等に伴い
常に変化しています。

• 施工合理化調査は、土木工事における労務、材料、機械の運転時
間等の所要量等の施工の実態を把握するための重要な調査です。

• お手数をおかけいたしますが、調査の趣旨をご理解いただき、
ぜひご協力くださいますようお願い申し上げます。
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